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し提案高齢者と障害者の快適な暮ら
大阪で開催-2012 バリアフリ

高
齢
者
や
障
害
者
の
快
適
な
生
活
を
提
案
す
る
総
合
福
祉
展

「
バ
リ
ア
フ
リ
1
2
0
1
2
」
が
4
月
四
日
か
ら
幻
日
ま
で
大
阪
市

住
之
江
区
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。
お
よ
そ
9
万

5
0
0
0人
が
仰
木
場
、
最
新
の
福
祉
機
搬
や
巌
先
端
の
技
術
な
ど

が
波
町
除
さ
れ
た
。
今
聞
は
福
祉
の
現
四
閣
を
支
え
る
企
業
や
人
材
が

築
ま
る
バ
リ
ア
フ
リ
l
展
と
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
「
慢
性
期
医

療
殴
」
が
併
催
さ
れ
た
。

視
覚
障
害
者
向
け
が
充
実

視
覚
除
答
者
に
向
り
た
股
一ホ

で
は
、
側
イ
ン
サ
イ
ト
(
仙
台

市
)
が
拡
大
読
替
部
を
展
示
し

た
。
関
山
何
型
鉱
大
山
耐
は
2
倍
か

ら
M
倍
ま
で
の
ズ
l
ム
が
可
能

で
、
一
幽
而
も
4
・
3
イ
ン
チ
と

大
言
。
細
か
い
新
聞
文
字
も

楽
に
読
め
る
。

作
業
組
合
の
カ
ト
レ
ア
・サ
ー

ビ
ス
は
大
製
点
字
対
応
の
プ
リ

ン
タ
ー
を
披
露
し
た
。
点
字
の

ほ
か
点
図
も
打
て
、
名
刺
か
ら

封
閥
、

A
4
サ
イ
ズ
ま
で
対
応

し
て
い
る
。
低
予
算
で
導
入
で

き
る
の
も
特
徴
で
、
障
害
者
の

小
判
刷
機
作
業
所
や
家
庭
内
で
の

活
用
も
期
待
さ
れ
る
。

篠
原
億
機
(
大
阪
市
)
は
L

E
Dを
採
用
し
、
視
覚
障
害
者

や
高
齢
者
ら
が
安
全
に
横
断
歩

道
を
渡
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
藷

轡
装
慣
と
、
横
断
歩
道
で
音
に

よ
っ
て
歩
行
者
を
誘
導
す
る

「
超
音
波
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス

ピ
ー
カ
ー
」
を
展
示
し
た
。

一一一
部
設
冠
機
は
「
し
ゃ
べ
る
テ

レ
ビ
」
と
し
て
音
声
ガ
イ
ド
機

能
付
き
の
液
晶
テ
レ
ビ

「
R
E

A
L」
を
出
展
し
た
。
香
組
表

は
も
ち
ろ
ん
、
線
作
メ
ニ
ュ
ー、

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
録
画
し
た

番
組
な
ど
を
読
み
上
げ
て
く
れ

る。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
音
問
読
み

上
げ
機
能
が
付
い
た
「
ビ
エ
ラ
」

と
コ
ア
ィ
l
ガ
」
を
展
示
し
た
。

2
0
1
1
年
以
降
、
す
べ
て
の

ビ
エ
ラ
・
ブ
ル
|
デ
ィ
1
ガ
に

機
能
を
猪
載
し
て
い
る
。

大
阪
ガ
ス
は
段
差
の
解
消
だ

け
で
な
い
、

「誰
で
も
使
え
る
」

「
不
安
や
心
配
が
な
い
」

「
の
ん

び
る
く
つ
ろ
げ
る
」
「
介
護
す

る
人
も
楽
」
な
ど
の
視
点
で
閲

期
間
中
、

9
方
5
千
人
が
来
場
し
た

発
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
l
製
品
や

シ
ス
テ
ム
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

た
と
え
ば
「
S
iセ
ン
サ
ー

コ
ン
ロ
L

は
全
バ
ー
ナ
ー
に
セ

ン
サ
ー
を
搭
載
し
て
便
利
で
安

心
安
全
な
コ
ン
ロ
。
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
、
天
ぷ
ら
油
加
熱
防
止

や
、
消
し
忘
れ
時
の
消
火
な
ど

の
機
能
が
あ
る
。

点
字
対
応
プ
リ
ン
タ
(
上
)
と
し
ゃ
べ
る
テ
レ
ビ
(
干
)

積
水
ホ
l
ム
テ
ク
ノ
(
大
阪

市
)
は
浴
室
で
便
利
な
可
変
式

の
補
助
装
誼
を
使
っ
た
浴
室
内

を
一時
現
し
た
。

同
ブ
ー
ス
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
普
及
し
て
い
る
ノ
l
リ
フ

ト
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。

ノ
l
リ
フ
ト

と
は
介
護
で
危
険
や
苦
痛
の
伴

う
、
入
力
の
み
の
移
築
を
禁
止

し
、
患
者
の
自
立
度
を
考
慮
し

わ
ん
福
祉
用
具
使
用
に
よ
る
移
乗

介
護
を
義
務
付
け
る
も
の
。

日
本
で
も
看
護
師
・
介
護
労

働
者
の
腰
痛
が
多
発
し
て
お
り、

補
祉
朋
呉
を
有
効
に
使
用
し
な

が
ら
介
助
者
の
腹
痛
を
予
防
す

る
こ
と
も
必
裂
と
い
う
。
日
本

ノ
l
リ
フ
ト
盟
悪
説
附
し
た
。

障
害
、
告
の
っ
て
も
調
現
が
し

や
す
い
「
ク
ッ
ク
サ
ポ
」
は
九

セ
ラ
株
式
会
社
(
福
岡
県
大
牟

田
市
)
が
提
案
し
た
。
包
丁
を

使
い
に
く
い
人
の
た
め
に
、
十

字
裂
に
切
れ
回
を
入
れ
た
補
助

具
を
使
う
こ
と
で
、
安
全
に
包

丁
で
食
材
を
切
る
こ
と
が
で
き

る。
同
社
は
従
来
の
陶
総
の
約
3

倍
の
強
度
を
持
つ
フ
ァ
イ
ン
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
紫
術
を
使
っ
た

強
化
磁
器
シ
リ
ー
ズ
も
展
開
し

て
い
る
。
軽
く
て
天
然
素
材
を

使
用
し
た
安
全
性
は
高
い
評
価

を
受
げ
て
い
る

・

ユ
ニ

・
チ
ャ
ー
ム
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
(
墓
京
都
)
の
「
ヒ
ユ
|

マ
ニ
l
」
は
尿
を
吸
引
す
る
機

卜する提案も介護者をサポー
慢性期医療展も開催

大阪ガスのブース(上)と篠原電機の超音波スピーカー(右)

械
だ
。
本
体
と
後
続
さ
れ
た
専

用
の
吸
引
パ
ッ
ド
で
排
尿
の
た

び
に
尿
が
腕
時
に
白
動
吸
引
さ

れ
る
。
夜
間
の
パ
ッ
ド
交
換
や

狽
繁
な
ト
イ
レ
移
動
が
桐
明
滅
さ

れ
る
。介

護
事
業
者
向
け
の
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
を
披
擬
し
た
の
は
N

D
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
山
形
県
南

陽
市
)
。

「ほ
の
ぼ
の
N
E
X
T」

宅
ケ
ア
を
前
提
と
し
た
甲
山
古
介

議
支
援
シ
ス
テ
ム
や
、
小
規
模

多
機
能
型
の
介
護
請
求
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

福
祉
市
協
の
一
専
門
紙

「シ
ル

バ
ー
新
報
」
(
環
筑
新
聞
社
発

行
、
週
刊
)
は
最
新
号
を
無
糾

配
布
し
た
。
-
而
で
足
こ
ぎ
車

い
す
で
奇
跡
的
な
回
復
を
果
た

し
た
事
例
の
レ
ポ
ー
ト
ゃ
、
介

護
日
開
往
国
家
試
験
の
制問
題
な
ど

を
一
血
友
し
た
特
集
記
事
が
佃
開
放

さ
れ
て
い
る
。

NDソフトウ "， 7の「ほのぼのシリーズj

の展示ブース

ノ
l
リ
フ
ト
の
実
演
(
右
)
、

ユ

二
・
チ
ャ
ー
ム
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ

ア
の
尿
吸
引
機
(
下
)
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